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に両国の学年暦に合わせて「2018年 4 月から2019年 3





































































に両国の学年暦に合わせて「2018 年 4 月から 2019 年








「友人」 いう 8 つの対象（項目）を挙げることとし
た．相談頻度については，調査対象とした時期の 一
年間」で進路について各相談相手と「相談した頻度」





















散見される（例えば，倉元・川又，2002; 倉元 2015）． 
 
表 1 調査協力校のプロフィール 
高校 地方 高校種別 高校ランク 
A 学校 東北地方 県立 B3 
B 学校 東北地方 県立 B3 
C 学校 中部地方 県立 B1 
D 学校 中国地方 県立 A1 
E 学校 近畿地方 県立 A1 
F 学校 東北地方 県立 A1 
G 学校 東北地方 県立 B1 
H 学校 中部地方 県立 A1 
I 学校 中部地方 私立 B2 
J 学校 東北地方 市立 B1 
K 学校 関東地方 都立 A1 
表 1　調査協力校のプロフィール
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2．2．2　調査時期
日本調査は2019年 2 ～ 4 月に行った．すなわち，日



































































日本調査は 2019 年 2~4 月に行った．すなわち，日本







表 2 日中一般入試と大学入学時期 
 一般入試時期 入学時期 
日本 1～3 月 4 月 
中国 6 月 9 月 
 


























調査は中国河南省 5）における 6 校の高校生 419 名を
対象に実施した．中国調査で最終的に得られた回答数
（一部無効回答も含む）は 371 で，回答率 88.5%であ
った．ここでは，調査協力校のレベルを説明するため，
河南省教育庁が公表した示範性普通高校という指標を










表 3 調査協力校のプロフィール 
高校 高校種別 高校ランク 
A 学校 公立 示範性高校 
B 学校 公立 示範性高校 
C 学校 私立 普通高校 
D 学校 公立 示範性高校 
E 学校 公立 普通高校 























日本調査は 2019 年 2~4 月に行った．すなわち，日本
では入学が 4 月であるため，1～3 月に一般入試が行わ
れる．さらに，推薦入試やＡＯ入試は一般入試よりも
早期に実施されるため，この時期は調査対象者のうち
受験 を迎えた 3 年生が進学する大学を決定していく
時期である．日中の一般入試と大学入 時期を表 2 に
示す． 
 
表 2 日中一般入試と大学入学時期 
 一般入試時期 入学時期 
日本 1～3 月 4 月 




























調査は中国河南省 5）における 6 校の高校生 419 名を
対象に実施した．中国調査で最終的に得られた回答数
（一部無効回答も含む）は 371 で，回答率 88.5%であ
った．ここでは，調査協力校のレベルを説明するため，
河南省教育庁が公表した示範性普通高校という指標を










表 3 調査協力校のプロフィール 
高校 高校種別 高校ランク 
A 学校 公立 示範性高校 
B 学校 公立 示範性高校 
C 学校 私立 普通高校 
D 学校 公立 示範性高校 
E 学校 公立 普通高校 








中国における本調査は 2019 年 6～8 月に実施した．
中国では，高考の成績が確定して受験生に通知される
のは 6 月末である．河南省における大学への出願期間






















































































数を表 4 に示す． 
 
表 4 性別と学年の度数表 



















表 6 相談頻度の平均と標準偏差（中国） 
 
 
  国  合計 
  中国 日本  
性別 男子 71 440 511 
女子 121 578 699 
学年 1 年生 48 437 485 
 2 年生 58 423 481 
 3 年生 86 159 245 
注：無回答を除く 
 
相談相手 度数 平均値 標準偏差 
母親 1017 3.04 0.86 
高校教師 1010 2.52 0.86 
友人 1009 2.46 1.01 
父親 1002 2.30 1.02 
家庭教師・塾・
予備校 
994 1.66 1.01 
先輩 999 1.53 0.82 
兄弟姉妹 985 1.52 0.86 
その他の家族・
親戚 
996 1.44 0.76 
有効回答者数 968   
 度数 平均値 標準偏差 
友人 192 3.06 0.99 
母親 192 2.92 1.05 
父親 192 2.61 1.08 
兄弟姉妹 192 2.41 1.14 
高校教師 192 2.14 1.08 
先輩 192 2.02 1.04 
その他の家族・ 
親戚 
192 1.85 0.92 
家庭教師・塾・予
備校 192 1.71 0.97 
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表 6 相談頻度の平均と標準偏差（中国） 
 
 
  国  合計 
  中国 日本  
性別 男子 71 440 511 
女子 121 578 699 
学年 1 年生 48 437 485 
 2 年生 58 423 481 
 3 年生 86 159 245 
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相談相手 度数 平均値 標準偏差 
母親 1017 3.04 0.86 
高校教師 1010 2.52 0.86 
友人 1009 2.46 1. 1 
父親 1002 2.30 1. 2 
家庭教師・塾・
予備校 
994 1.66 1.01 
先輩 999 1.53 0.82 
兄弟姉妹 985 1.5  0.86 
その他の家族・
親戚 
996 1.44 0.76 
有効回答者数 968   
 度数 平均値 標準偏差 
友人 192 3.06 0.99 
母親 192 2.92 1.05 
父親 192 2.61 1.08 
兄弟姉妹 192 2.41 1.14 
高校教師 192 2.14 1.08 
先輩 192 2.02 1.04 
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6 　相談頻度の平均と標準偏差（中
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表 7 各相談相手の 3要因分散分析結果 
項目 変動因 SS DF MS F 
父親 国 10.83 1 10.83 10.223*** 
国×学年 7.20 2 3.60 3.397** 
誤差 1251.51 1181 1.06  
母親 国 6.29 1 6.29 8.216** 
性別 23.93 1 23.93 31.242*** 
学年 14.36 2 7.18 9.371*** 
国×性別 5.35 1 5.35 6.985** 
誤差 916.24 1196 0.77  
兄弟姉
妹 
国 96.93 1 96.93 119.964*** 
学年 11.79 2 5.90 7.296*** 
国×学年 13.94 2 6.97 8.625*** 





国 18.37 1 18.37 30.249*** 
性別 4.45 1 4.45 7.324** 
学年 5.09 2 2.54 4.188* 
誤差 713.52 1175 0.61  
高校教
師 
国 42.54 1 42.54 55.797*** 
学年 49.76 2 24.88 32.636*** 
国×性別 3.57 1 3.57 4.687* 
国×学年 6.63 2 3.32 4.349* 




学年 7.05 2 3.53 3.532* 
国×学年 8.89 2 4.45 4.454* 
誤差 1170.73 1173 1.00  
先輩 国 36.13 1 36.13 49.907*** 
学年 7.24 2 3.62 5.002** 
国×学年 6.49 2 3.24 4.48* 
誤差 852.85 1178 0.72  
友人 
  
国 38.69 1 38.69 39.832*** 
性別 24.84 1 24.84 25.574*** 
学年 20.98 2 10.49 10.801*** 
性別×学年 8.87 2 4.43 4.564* 
誤差 1153.85 1188 0.97   








年生と 1 年生の間に有意な差がみられた．2,3 年生は 1
年生より頻繁に母親と相談する傾向がみられた．  
次に，「国」と「性別」の 1 次交互作用について，単
純主効果検定を行った．結果を表 9 に示す． 
 
表 8 「母親」の学年別平均値 
 
平均値 標準偏差 
１年生 2.91 0.88 
２年生 3.05 0.87 
３年生 3.17 0.96 
 
表 9 「母親」単純主効果検定結果 
変動因 SS DF MS F 
国 at 男子 0.12 1 0.12 0.157 
国 at 女子 10.186 1 10.186 13.297*** 
性別 at 中国 0.003 1 0.003 0.004 
性別 at 日本 27.588 1 27.588 36.012*** 
誤差 916.244 1196 0.766   



















部分を表 7 で示す．なお，表 7 の記載順は調査票に準
じる． 
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表 9 「母親」単純主効果検定結果 
変動因 SS DF MS F 
国 at 男子 0.12 1 0.12 0.157 
国 at 女子 10.186 1 10.186 13.297*** 
性別 at 中国 0.003 1 0.003 0.004 
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検定の結果を表 10 に示す． 
 
表 10「高校教師」単純主効果検定結果 
変動因 SS DF MS F 
国 at１年生 1.671 1 1.671 2.192 
国 at２年生 10.321 1 10.321 13.538*** 
国 at３年生 29.225 1 29.225 38.335*** 
学年 at 中国 2.525 2 1.263 1.656 
学年 at 日本 51.719 2 25.859 33.92*** 
国 at 男子 5.432 1 5.432 7.126** 
国 at 女子 36.666 1 36.666 48.095*** 
性別 at 中国 3.155 1 3.155 4.138* 
性別 at 日本 0.545 1 0.545 0.714 
誤差 906.45 1189 0.762   
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変動因 SS DF MS F 
性別 at１年生 2.392 1 2.392 2.463 
性別 at２年生 0.415 1 0.415 0.427 
性別 at３年生 13.202 1 13.202 13.593*** 
学年 at 男子 2.041 2 1.021 1.051 
学年 at 女子 11.378 2 5.689 5.858** 
誤差 1251.5 1181 1.06   
















った（表 7）．単純主効果検定の結果を表 12 に示す． 
図 5 に「父親」の推定周辺平均を示す．「国」の単純
主効果は 1 年生と 3 年生において有意な結果がみられ





変動因 SS DF MS F 
国 at１年生 13.011 1 13.011 12.278*** 
国 at２年生 0.005 1 0.005 0.005 
国 at３年生 4.901 1 4.901 4.625* 
学年 at 中国 5.487 2 2.743 2.589 
学年 at 日本 4.85 2 2.425 2.288 
誤差 1251.5 1181 1.06   






（表 7）．また，「国」と「学年」の 1 次交互作用が有
意であった．次に，「国」と「学年」単純主効果検定を
行った．結果を表 13 に示す． 
 
表 13「兄弟姉妹」の単純主効果検定結果 
変動因 SS DF MS F 
国 at１年生 12.32 1 12.32 15.248*** 
国 at２年生 18.652 1 18.652 23.084*** 
国 at３年生 80.242 1 80.242 99.312*** 
学年 at 中国 22.996 2 11.498 14.23*** 
学年 at 日本 1.884 2 0.942 1.166 
誤差 940.49 1164 0.808   
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図 1「母親」の推定周辺平均（国×性別） 図 2「高校教師」の推定周辺平均（国×学年） 
3 　「高校教師」の推定周辺平均（国×性別）
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変動因 SS DF MS F 
性別 at１年生 2.392 1 2.392 2.463 
性別 at２年生 0.415 1 0.415 0.427 
性別 at３年生 13.202 1 13.202 13.593*** 
学年 at 男子 2.041 2 1.021 1.051 
学年 at 女子 11.378 2 5.689 5.858** 
誤差 1251.5 1181 1.06   
















った（表 7）．単純主効果検定の結果を表 12 に示す． 
図 5 に「父親」の推定周辺平均を示す．「国」の単純
主効果は 1 年生と 3 年生において有意な結果がみられ





変動因 SS DF MS F 
国 at１年生 13.011 1 13.011 12.278*** 
国 at２年生 0.005 1 0.005 0.005 
国 at３年生 4.901 1 4.901 4.625* 
学年 at 中国 5.487 2 2.743 2.589 
学年 at 日本 4.85 2 2.425 2.288 
誤差 1251.5 1181 1.06   






（表 7）．また，「国」と「学年」の 1 次交互作用が有
意であった．次に，「国」と「学年」単純主効果検定を
行った．結果を表 13 に示す． 
 
表 13「兄弟姉妹」の単純主効果検定結果 
変動因 SS DF MS F 
国 at１年生 12.32 1 12.32 15.248*** 
国 at２年生 18.652 1 18.652 23.084*** 
国 at３年生 80.242 1 80.242 99.312*** 
学年 at 中国 22.996 2 11.498 14.23*** 
学年 at 日本 1.884 2 0.942 1.166 
誤差 940.49 1164 0.808   
































変動因 SS DF MS F 
性別 at１年生 2.392 1 2.392 2.463 
性別 at２年生 0.415 1 0.415 0.427 
性別 at３年生 13.202 1 13.202 13.593*** 
学年 at 男子 2.041 2 1.021 1.051 
学年 at 女子 1.378 2 5.689 5.858** 
誤差 1251.5 181 1.06   
















った（表 7）．単純主効果検定の結果を表 12 に示す． 
図 5 に「父親」の推定周辺平均を示す．「国」の単純
主効果は 1 年生と 3 年生において有意な結果がみられ




 12 果検定結果 
 SS DF MS F 
t  .011 1 13.01  12.278*  
. 05 1 0.0 5 0.0 5 
. 01 1 4.901 4.625* 
. 87 2 2.743 2.589 
t  .85 2 2.425 2.28  
 1.5 1181 1.06   






（表 7）．また，「国」と「学年」の 1 次交互作用が有
意であった．次に，「国」と「学年」単純主効果検定を
行った．結果を表 13 に示す． 
 
表 13「兄弟姉妹」の単純主効果検定結果 
変動因 SS DF MS F 
国 at１年生 12.32 1 12.32 15.248*** 
国 at２年生 18.652 1 18.652 23.084*** 
at３  80.242 1 80.242 99.312*** 
学年 at 中国 22.996 2 11.498 14.23*** 
at 日本 1.884 2 0.942 1.166 
誤差 940.49 1164 0.808   































変動因 SS DF MS F 
性別 at１年生 2.392 1 2.392 2.463 
性別 at２年生 0.415 1 0.415 0.427 
性別 at３年生 13.202 1 13.202 13.593*** 
学年 at 男子 2.041 2 1.021 1.051 
学年 at 女子 11.378 2 5.689 5.858** 
誤差 1251.5 1181 1.06   
















った（表 7）．単純主効果検定の結果を表 12 に示す． 
図 5 に「父親」の推定周辺平均を示す．「国」の単純
主効 は 1 年生と 3 年生において有意な結果がみられ





変動因 SS DF MS F 
国 at１年生 13.011 1 13.011 12.278*** 
国 at２年生 0.005 1 0.005 0.005 
国 at３年生 4.901 1 4.901 4.625* 
学年 at 中国 5.487 2 2.743 2.589 
学年 at 日本 4.85 2 2.425 2.288 
誤差 1251.5 1181 1.06   








行った．結果を表 13 に示す． 
 
表 13「兄弟姉妹」の単純主効果検定結果 
変動因 SS DF MS F 
国 at１年生 12.32 1 12.32 15.248*** 
国 at２年生 18.652 1 18.652 23.084*** 
国 at３年生 80.242 1 80.242 99.312*** 
学年 at 中国 22.996 2 11.498 14.23*** 
学年 at 日本 1.884 2 0.942 1.166 
誤差 940.49 1164 0.808   

















































変動因 SS DF MS F 
国 at１年生 6.205 1 6.205 8.57** 
国 at２年生 2.872 1 2.872 3.967* 
国 at３年生 30.211 1 30.211 41.728*** 
学年 at 中国 4.485 2 2.243 3.097* 
学年 at 日本 9.475 2 4.738 6.544** 
誤差 852.85 1178 0.724   





























中国 1.85 0.92 
日本 1.44 0.76 
男子 1.43 0.74 
女子 1.57 0.84 
1年生 1.45 0.73 
２年生 1.46 0.77 

















































































変動因 SS DF MS F 
国 at１年生 6.205 1 6.205 8.57** 
国 at２年生 2.872 1 2.872 3.967* 
国 at３年生 30.211 1 30.211 41.728*** 
学年 at 中国 4.485 2 2.243 3.097* 
学年 at 日本 9.475 2 4.738 6.544** 
誤差 852.85 1178 0.724   





























中国 1.85 0.92 
日本 1.44 0.76 
男子 1.43 0.74 
女子 1.57 0.84 
1年生 1.45 0.73 
２年生 1.46 0.77 

















































変動因 SS DF MS F 
国 at１年生 6.205 1 6.205 8.57** 
国 at２年生 2.872 1 2.872 3.967* 
国 at３年生 30.211 1 30.211 41.728*** 
学年 at 中国 4.485 2 2.243 3.097* 
学年 at 日本 9.475 2 4.738 6.544** 
誤差 852.85 1178 0.724   





























中国 1.85 0.92 
日本 1.44 0.76 
男子 1.43 0.74 
女子 1.57 0.84 
1年生 1.45 0.73 
２年生 1.46 0.77 


































「 と「学年」の 1 次交互作用が
単純主効果検定の結果を表 16 に示す． 
 
表 16「家庭教師・塾・予備校」単純主効果検定結果 
変動因 SS DF MS F 
国 at１年生 4.346 1 4.346 4.354* 
国 at２年生 0.789 1 0.789 0.791 
国 at３年生 4.114 1 4.114 4.122* 
学年 at 中国 3.847 2 1.924 1.927 
学年 at 日本 13.726 2 6.863 6.876** 
誤差 1170.7 1173 0.998   
























































































変動因 SS DF MS F 
国 at１年生 6.205 1 6.205 8.57** 
国 at２年生 2.872 1 2.872 3.967* 
国 at３年生 30.211 1 30.211 41.728*** 
学年 at 中国 4.485 2 2.243 3.097* 
学年 at 日本 9.475 2 4.738 6.544** 
誤差 852.85 1178 0.724   





























中国 1.85 0.92 
日本 1.44 0.76 
男子 1.43 0.74 
女子 1.57 0.84 
1年生 1.45 0.73 
２年生 1.46 0.77 

































た 「国」と「学年」の 1 次交互作用が有意であった．
単純主効果検定の結果を表 16 に示す． 
 
表 16「家庭教師・塾・予備校」単純主効果検定結果 
変動因 SS DF MS F 
国 at１年生 4.346 1 4.346 4.354* 
国 at２年生 0.789 1 0.789 0.791 
国 at３年生 4.114 1 4.114 4.122* 
学年 at 中国 3.847 2 1.924 1.927 
学年 at 日本 13.726 2 6.863 6.876** 
誤差 1170.7 1173 0.998   







































































































































































学年については，日本の 3年生は 1， 2年生よりも
有意に「高校教師」と頻繁に相談する傾向が見られた．













































































































1）  調査当時．令和 3  ［2021］ 年度入試から一般選抜．
2）  調査当時．令和 3  ［2021］ 年度入試から学校推薦型選
抜．なお，導入当時は推薦入学．
3）  調査当時．令和 3  ［2021］ 年度入試から総合型選抜．
4）  中国の共通試験は高考である．日本の共通試験は調
査当時大学入試センター試験，令和 3年度入試から
大学入学共通テストである．
5）  河南省は中国の中部にある．2020年国勢調査によれ
ば，河南省の人口数は全国 3位で，9,605万である．
2019年国民経済と社会発展統計広報によれば，河南
省2019年のGDPは54,259.20億元であり，全国 5位で
ある． 
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